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⿟2026年度がスタート　－2026年度高教組本部執行体制－
⿟この１年間のとりくみを確認　－第１回支部・単組・専門部代表者会議・拡大戦術会議－
⿟「3.7 さようなら原発集会」　参加報告
⿟日教組　第115回臨時大会専門部総会　参加報告
⿟2026年度 新採用のみなさん　◦2025年度末 退職者のみなさん

今号の掲載内容（掲載順）

　新年度になり、学校に新しい仲間を迎え、新体制での門出を迎えました。わたしたち高教組の仲間は、すべての県立学
校で、さまざまな職種で日々がんばっています。その姿が、子どもたちにとっての「社会人として働くモデル」となりえ
るよう、とりくみを進めましょう。
　高教組本部も４月より新執行体制でスタートしました。よろしくお願いします。

【本部役員紹介】①出身分会　②分掌　③職組・専門部　④支部
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2026年度 高教組のとりくみを確認
第１回支部・単組・専門部代表者会議・拡大戦術会議

とき　４月11日（土）　　ところ　教育会館

◀◀◀ 2026年度 大分県高教組運動の重点 ▶▶▶

「高校生平和大使」の活動報告
および

大分県選考会の案内

　	 �組合員一人ひとりが、組織化対象者１人以上に高教組運動で学んだことを伝え、高教組運動の認知度を上げ、
分会１人以上の加入を実現する。

	 �平和を守り、真実をつらぬく民主教育の確立と子どもを中心に据えた教育改革と教育の自由の確立

	 �私たちの賃金や諸手当の改善と子どもたちの教育の機会均等を保障するための教育予算増

	 安心して働くことのできる民主的で働きやすい職場づくり

	 組合員の福利厚生事業の充実

	 迅速な情報提供のための体制づくり

組織部

教文部

賃財部

法制部

生活部

教宣部

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　2026年度のスタートにあたり、第１回支部・単組・専門部代表者会議と拡大戦術会議を開催し、役員の役割と今年度
のとりくみについて確認しました。

　午前中は、支部・単組・専門部代表者会議を行いました。高教組運動の
とりくみについての説明、代表者の役割や支部・単組・専門部の執行体制
についての確認をしました。また、新・旧支部長間で支部活動の引き継ぎ
が行われました。
　午後は、主に分会長が出席し、拡大戦術会議を行いました。2026年度の
高教組活動の第一歩を踏み出す会として、今年度のとりくみについて河野
淳平 新書記長が提起をしました。
　また、高校生協の清原浩一さんから、生協の積極的利用や生協総代・生
協委員の選出について、高校生平和大使サポーターの仁木史絵さん（三重
総合分会）から今年度の平和大使募集について、お知らせがありました。

　第28代大分県平和大使の内川桃花さん（東九州龍谷高校）中心に、
選考会に参加した高校生が核兵器廃絶などに向けた活動を行っていま
す。高校生平和大使・高校生１万人署名活動実行委員会
のWebページの２次元コードを載せています。選考会
は５月10日（日）です。
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「3.7 さようなら原発集会」 参加報告
とき　３月７日（土）　　ところ　代々木公園

日教組　第115回臨時大会専門部総会　参加報告 
とき　３月15日（日）　　ところ　日本教育会館

　「3．7 さようなら原発全国集会」に参加し、
原発に依存しない社会の実現をめざす多くの
人々の思いと連帯の力を強く感じた。代々木
公園の会場には全国から8,500人が集まり、脱
原発を求める声が大きく広がっていた。日教
組が原水禁や平和フォーラムと連帯してとり
くんでいることにも大きな意義を感じた。
　地歴公民科の教員として、エネルギー政策や原発の問題を社会の課題として捉え、生徒
一人ひとりが資料や事実に基づいて主体的に考え、議論できる授業を大切にしたい。未来
を担う生徒たちが原発のあり方や持続可能な社会について真剣に向き合えるよう、教育の
場からも考える機会を広げていきたい。

（爽風館定時制分会　佐藤　譲）

　2026年３月15日に日本教育会館で開催された日教組第93回障害児教育部総会では、過去２年の総括と今後２年の運動方
針を採択しました。
　活発な討論を経て、人権モデルに基づくインクルーシブ教育の推進を柱に、分離教育を招く「4．27通知」の撤回、高校
の定員内不合格の解消、教職員や専門職員の処遇改善、非正規雇用の解消を重要課題とするとした方針を決定しました。
　厳然と存在する人権課題を解決するのは容易なことではありません。ただ、長くかかったにせよ、人権モデルの理念を
私たちが獲得できたことの意義は小さくありません。誰一人差別されることのない社会の実現に向けて、共に頑張りましょ
う。� （由布支援分会　濵田眞一郎）

10月に県教研分科会を開催します！普段の業務や組合活動の中で感じている何気ないことでも構いません。
気軽に発表してください。活発な会となるよう、多くのリポート発表をお待ちしています。

リポート・リポーター募集！

教宣部より
〇�写真・感想等、提供してくださった皆様、ありがとうございます。今後も、行事に参加された方は、写真・感想等
をメールにて提供くださいますよう、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
　文章は200字程度でお願いします。
〇�各支部・単組・専門部・分会等での活動等も広報したいと思います。交流会や学習会等についても、写真・記事な
どを、ぜひご提供ください。

※写真はスマホ撮影のものでも大丈夫です。肖像権にはご留意ください。

教文部より
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